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恵みの水が美しく循環する
“水の王国とやま”
健全な水循環系の構築を目指して

海の環境観察会の様子

富
山
県
は
、
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
立

山
連
峰
か
ら
水
深
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
富
山
湾
に

至
る
ま
で
、
高
低
差
４
０
０
０
ｍ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し
て
い
ま
す
。
美
し
く

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
四
季
の
移
り
変
わ
り

が
鮮
明
で
、
様
々
な
気
象
や
多
様
な
動
植
物
が
見
ら

れ
ま
す
。

地
形
的
な
特
徴
か
ら「
天
然
の
円
形
劇
場
」と
も
い

わ
れ
る
富
山
県
は
、
ほ
ぼ
独
立
し
た
水
循
環
系
を
有

し
て
い
ま
す
。
山
々
に
降
る
大
量
の
雪
の
恵
み
に
よ

り
、
１
年
を
通
じ
て
豊
か
で
清
ら
か
な
水
が
生
ま
れ
、

水
力
発
電
や
各
種
用
水
な
ど
多
目
的
に
水
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
の
恵
み
を
受

け
、
暮
ら
し
の
い
た
る
場
面
で
水
を
利
用
し
、「
水
の

王
国
と
や
ま
」を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
富
山
県
で
は
、
豊
か
で
清

ら
か
な
水
を
未
来
に
残
す
た
め
１
９
９
１
年
に「
と

や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、
水

に
関
わ
る
各
種
施
策
を
総
合
的
、
横
断
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

【課　題】	 水循環
【主　体】	 富山県
【連絡先】	 富山県生活環境文化部
	 	 県民生活課
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富
山
県
で
は
、
水
の
恵
み
が
多
い
郷
土

を「
将
来
の
県
民
か
ら
の
預
か
り
も
の
」

と
理
解
し
、「
県
民
が
未
来
に
向
け
て
郷

土
を
誇
れ
る
よ
う
水
を
守
り
、
未
然
に
水

の
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」と
の

基
本
認
識
に
立
ち
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水

を
将
来
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
水
に
関
わ
る

各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

の
指
針
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に「
と
や

ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
受

け
、
２
０
０
７
年
、
２
０
１
３
年
に
改
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
の
改
定
に
お
い
て
は
、「
天

然
の
円
形
劇
場
」と
も
い
わ
れ
る
富
山
県

独
特
の
地
形
に
よ
る
、
ほ
ぼ
独
立
し
た
水

循
環
系
に
着
目
し
、
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

に
よ
り
、「
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
に

お
い
て
の
モ
デ
ル
県
を
目
指
す
」こ
と
と

し
た
ほ
か
、
地
球
的
規
模
で
の
水
の
問
題

に
対
す
る
総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
改
定
以
降
、
水
源
地
に

お
け
る
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る

た
め
の
措
置
を
定
め
た「
富
山
県
水
源
地

域
保
全
条
例
」が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、「
水
循
環
基
本
法
」の
制
定
、「
水

循
環
基
本
計
画
」の
策
定
が
行
わ
れ
、
水

ビ
ジ
ョ
ン
は
２
０
１
７
年
に「
水
循
環
基

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

設
置

1993.9

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

1991.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

(

第
２
回
）

2013.2

「
富
山
県
水
源
地
域
保
全
条
例
」制
定

2013.4

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

（
第
１
回
）

2007.3

「
富
山
県
総
合
計
画

「
元
気
と
や
ま
創
造
計
画
」策
定

2018.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

（
第
３
回
）

2019.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を

流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2017.1

富
山
県

と
や
ま
21
世
紀

水
ビ
ジ
ョ
ン

本
計
画
」に
基
づ
く「
流
域
水
循
環
計
画
」

と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
水

に
関
係
す
る
他
法
令
や
関
連
計
画
も
見
直

さ
れ
る
な
ど
、
水
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変

化
し
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
２
０
１
８

年
３
月
に
は
、
上
位
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
富
山
県
総
合
計
画「
元
気
と
や
ま

創
造
計
画
―
と
や
ま
新
時
代
へ
新
た
な

挑
戦
―
」が
策
定
さ
れ
、
各
種
施
策
等
の

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
に

水
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
定

し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
改

定
し
た
水
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
目
指
す
将
来

像
を「
恵
み
の
水
が
美

し
く
循
環
す
る“
水

の
王
国
と
や
ま
＂」と

し
、
①
豊
か
な
水
を

活
か
し
健
全
な
水
循

環
系
の
構
築
を
め

ざ
す
、
②
地
域
に
根

ざ
し
た
水
文
化
・
産

業
を
継
承
し
発
展
さ

せ
る
、
③
未
来
を
展

望
し
地
球
的
規
模
の

水
問
題
に
と
り
く
む
、

とやま21世紀水ビジョンの概要

と
い
う
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
け
、
水
に

関
わ
る
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
水
循
環
系
を
構
築
し
、

水
文
化
の
継
承
・
発
展
や
安
心
で
き
る
水

利
用
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、「
人

づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
仕
組
み
づ
く

り
」の
視
点
か
ら
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
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若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

担
い
手
の
確
保

「鍵」
その1富

山
県
内
の
豊
か
な
水
は
、
県
民
の
生

活
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
保
全
に
は
、
若
い
世
代
を
中
心

と
し
た
担
い
手
の
確
保
が
必
要
で
す
。
若

い
世
代
が
水
に
関
す
る
学
習
や
観
察
、
体

験
活
動
を
通
し
て
水
に
対
す
る
興
味
を
持

ち
、
水
環
境
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
こ
と

は
、
次
世
代
へ
の
水
文
化
の
継
承
と
と
も

に
、
豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め
に
も
重
要

で
す
。

富
山
県
で
は
、
水
環
境
の
保
全
に
関
す

る
若
者
の
理
解
を
深
め
、
水
環
境
保
全
活

動
へ
の
自
主
的
な
参
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、

森
・
川
・
海
の
環
境
観
察
会
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
・
観
察
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
に
、
①
地
域
や
学
校
、
家
庭
が
主

体
と
な
っ
た
水
辺
で
の
活
動
、
バ
ス
等
を

利
用
し
た
ツ
ア
ー
、
体
験
学
習
会
の
開
催
、

②
水
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
取
組
、

③
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
、
地
域
住

民
や
活
動
団
体
に
よ
る
水
環
境
保
全
活
動

の
情
報
提
供
、
活
動
時
に
使
用
す
る
器
具

の
貸
出
し
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
守
り
人

「鍵」
その2県

内
の
豊
か
で
清
ら
か
な
地
下
水
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、	

県
と
公
益
財
団

法
人
と
や
ま
環
境
財
団
で
は
、
２
０
１
２

年
度
か
ら「
地
下
水
の
守
り
人
」の
養
成
・

登
録
を
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た
地
下
水

保
全
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

守
り
人
は
、
町
内
の
消
雪
設
備
の
点
検

や
工
場
等
で
の
節
水
活
動
、
名
水
・
湧
水

の
保
全
や
地
下
水
保
全
に
関
す
る
環
境
教

育
な
ど
地
域
で
の
地
下
水
保
全
活
動
の
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

海辺の漂着物調査の様子

地下水を利用する消雪設備の点検

名水・湧水の保全活動

水土里探訪ウォーク（円筒分水槽）の様子

地下水保全に関する環境教育
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不動滝の霊水

「水と緑の森づくり税」概要

流域マネジメント、ここにも「注目」
県
民
全
体
で
支
え
る

水
源
地
域
の
森
づ
く
り

注目1
森
林
は
、
水
源
涵
養
だ
け
で
な
く
、
山

地
災
害
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
水
質

浄
化
、
野
生
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
の
多

面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

富
山
県
で
は
森
林
の
状
態
や
立
地
条
件
等

に
応
じ
て
、
多
様
な
森
づ
く
り
を
県
民
参

加
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
財
源
と
し
て
、
２
０
０
７
年
度
か
ら

「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」を
導
入
し
て
い

ま
す
。

天
然
林
に
お
け
る
取
組
と
し
て
は
、
集

落
周
辺
の
里
山
に
お
い
て
、
水
と
緑
の
森

づ
く
り
税
を
活
用
し
て「
地
域
ニ
ー
ズ
等

に
応
じ
た
多
様
な
里
山
の
再
生
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

人
工
林
に
お
け
る
取
組
と
し
て
は
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
た「
循
環
型

社
会
に
貢
献
す
る
持
続
的
な
木
材
生
産
」

に
重
点
を
置
い
て
森
林
整
備
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ
不
足
で
過
密
と

な
っ
た
人
工
林
や
竹
林
が
侵
入
し
た
人
工

林
で
は
、
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
を
活
用

し
て
、
広
葉
樹
と
ス
ギ
な
ど
が
混
在
す
る

混
交
林
に
誘
導
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
森

林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
長
期
的
、
継
続
的
な
取

組
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ド
整

備
以
外
に
も
、
森
づ
く
り
の
理
念
、
施
策

の
基
本
計
画
等
を
盛
り
込
ん
だ「
富
山
県

森
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
き
、
県
民
全
体

で
支
え
る
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、「
と
や
ま
の
森
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
通
じ
て
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
水
を
利
用
し
た
地

場
産
品
等
の
販
売
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

水
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の

取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
は
、
黒

部
峡
谷
、
神
通
峡
、
庄
川
峡
と
い
っ
た
美

し
い
峡
谷
、
大
小
様
々
な
河
川
、
全
国
の

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
８
つ
の
名
水
、
宇

奈
月
温
泉
、
庄
川
温
泉
郷
、
氷
見
温
泉
郷
、

春
日
温
泉
郷
な
ど
の
温
泉
、疏
水
百
選（
県

内
で
４
地
区
）な
ど「
水
」に
関
連
す
る
豊

か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
加
え
、「
立た

て

山や
ま

弥み

陀だ

ヶが

原は
ら

・
大だ
い

日に
ち

平だ
い
ら

」の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
へ
の
登
録
、

立
山
連
峰
に
お
け
る
氷
河
の
発
見
、
富
山

湾
の「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」へ

の
加
盟
な
ど
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
を
増
し
た

観
光
資
源
の
保
全
と
効
果
的
な
情
報
発
信

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

水
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興

注目2
富
山
県
で
は
、
立
山
連
峰
を
源
と
す
る

豊
か
で
清
ら
か
な
水
を
利
用
し
た
お
酒
や
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、「
富
富
富（
ふ
ふ
ふ
）」な
ど

の
富
山
米
の
生
産
を
推
進
し
、「
富
山
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
確
立
す
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
環
境
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
豊
富
で
良
質
な
水
を
活
用

し
た
企
業
の
誘
致
・
産
業
の
振
興
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

富
山
県
の
地
質
に
は
、
数
億
年
か
ら
数

千
年
前
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
地
層

や
岩
石
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
山
岳
地
帯

を
形
成
す
る
花
崗
岩
は
水
を
ろ
過
す
る

働
き
が
あ
り
、
丘
陵
地
等
を
形
成
す
る

新
第
三
紀
の
地
層
や
岩
石
、
石
灰
質
の

岩
石
か
ら
は
、
水
の
う
ま
み
と
な
る
各

種
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
出
し
、
お
い
し

い
と
や
ま
の
水
を
作
っ
て
い
ま
す
。
環

境
省
が
１
９
８
５
年
に
選
定
し
た「
名
水

百
選
」と
２
０
０
８
年
に
選
定
し
た「
平

成
の
名
水
百
選
」に
は
、
富
山
県
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
４
か
所
ず
つ
選
ば
れ
て
お
り
、

熊
本
県
と
並
び
全
国
最
多
で
す
。

こ
の
よ
う
な
名
水
を
活
用
し
て
様
々

な
観
光
イ
ベ
ン
ト
で「
水
の
王
国
と
や

ま
」の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
、「
と
や
ま
の
名
水
」を
Ｐ
Ｒ
し
、
ミ
ネ

黒部渓谷
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地
下
水
の
保
全
と
涵
養

注目3
豊
か
で
清
ら
か
な
富
山
県
の
地
下
水
は
、

生
活
用
水
や
工
業
用
水
と
し
て
、
県
民
の

生
活
基
盤
を
支
え
る
と
と
も
に
、
富
山
県

の
貴
重
な
風
土
、
自
然
環
境
を
構
成
す
る

要
素
に
も
な
っ
て
お
り
、
県
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
で
す
。

こ
の
貴
重
な
地
下
水
に
つ
い
て
、
高
度

経
済
成
長
期
に
一
部
の
地
域
で
塩
水
化
な

ど
の
地
下
水
障
害
が
見
ら
れ
た
た
め
、
富

山
県
で
は
、「
富
山
県
地
下
水
の
採
取
に

関
す
る
条
例（
地
下
水
条
例
）」を
制
定
し
、

こ
れ
ら
の
地
域
を
対
象
に
地
下
水
の
採
取

規
制
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
９
９
２
年
度
に
は
、
豊
か

で
清
ら
か
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て

確
保
す
る
た
め
、
県
下
平
野
部
全
域
を
対

象
と
し
た「
富
山
県
地
下
水
指
針（
地
下
水

指
針
）」を
策
定
し
、
地
下
水
の
保
全
、
適

正
利
用
及
び
涵
養
等
の
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
で
は
、
平
野
部
を
17
の
地
下

ご
と
に
地
下
水
障
害
が
生
じ
ず
、
安
定
的

に
地
下
水
が
確
保
で
き
る
適
正
揚
水
量
を

定
め
、
実
際
の
地
下
水
揚
水
量
が
こ
れ
を

上
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
に
改
定
し
た
現
行
の
第

４
次
指
針
で
は
、
土
地
利
用
状
況
な
ど
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
適
正
揚
水
量
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
降
雪
時
に
、
消
雪

設
備
の
一
斉
稼
働
に
伴
う
地
下
水
位
の
大

幅
な
低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地

な
ど
一
部
の
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
下
水

利
用
者
へ
の
節
水
協
力
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
注
意
喚
起
水
位
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
２
０
１
８
年
度
に

は
、
冬
期
間
に
地
下
水
位
が
注
意
喚
起
水

位
を
下
回
り
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
地
下
水
位
低
下
注

意
報
等
を
発
令
し
て
地
下
水
利
用
者
に
節

水
協
力
を
呼
び
か
け
る
取
組
み
を
開
始
し
、

２
０
２
１
年
１
月
と
２
月
の
大
雪
時
に
は
、

富
山
市
を
対
象
に
地
下
水
位
低
下
注
意
報

を
発
令
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
下
水
の
保
全
・
適
正
利
用
の

推
進
の
た
め
、
地
下
水
節
水
事
例
集
の
作

成
・
周
知
、
地
下
水
保
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
条
例
に
基
づ
く
設
備
の
立
入
検

査
等
を
通
じ
て
地
下
水
の
節
水
や
合
理
的

利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
冬
期
間
の
水
田
を
活
用
し
た
、

地
下
水
涵
養
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

富山県地下水指針の概要

地下水保全リーフレット 地下水節水事例集 冬期間の地下水位低下時の注意報等発令（イメージ）

県内の地下水位（月平均値）の推移

地下水条例に基づく工場・事業場の監視・指導

地下水位の観測体制
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１
９
９
１
年
か
ら
水
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
河
川
で
の
治
水
安
全
度
の
向
上

や
水
資
源
開
発
が
進
む
と
と
も
に
、
水
源

地
域
の
適
正
な
土
地
利
用
や
河
川
等
の
水

環
境
の
保
全
・
改
善
、
地
下
水
の
保
全
や

適
正
利
用
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
得
ら
れ
る
良
質
で
豊
富
な
水

や
電
力
等
に
よ
り
地
場
産
業
や
工
業
等
の

産
業
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
に
向
か
っ
て
、

各
種
施
策
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、
成

果
を
発
揮
し
て
い
る
か
、
学
識
経
験
者
や

関
係
団
体
代
表
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

推
進
会
議
で
は
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の

助
言
等
を
得
て
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
設
定
し
た
目
標
指
標
の
到
達
度
を
評

価
し
、施
策
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
標
指
標
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
延

べ
面
積
、
地
下
水
揚
水
量
の
適
正
確
保
率
、

水
質
環
境
基
準
の
達
成
率
、
水
文
化
に
関

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
数
、

節
水
を
心
が
け
て
い
る
人
の
割
合
等
、
14

の
目
標
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
指
標
に
対
し
て
、

２
０
２
６
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
目
標

値
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
森
林
整
備
事
業

に
関
し
て
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
体
験

事
業
等
を
通
じ
た
人
づ
く
り
を
進
め
た
り
、

地
下
水
位
や
地
下
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
の
漂
着

ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
海
岸
だ

け
で
な
く
流
入
河
川
、
街
中
ま
で
一
体
と

な
っ
た
ご
み
拾
い
な
ど
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
村
環
境
保
全
活
動
で
は
、
多
面
的
機

能
支
払
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域
の
子
供

達
も
交
え
、
生
き
物
調
査
等
も
行
い
な
が

ら
子
供
達
が
農
業
用
水
路
等
と
か
か
わ
る

仕
組
み
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

「
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

に
よ
る
進
行
管
理

2026年度を目標年次とする目標指標の一部


